
発行/福島県高川郡玉川村大字小高字中限9玉川村役場合(0247)57 -3101編集/企画課印刷/(有)円谷印刷(毎月 1日発行)

ぞ〉
廊i~

No. 275 

交通安全は家庭から-…・… 2~3

7.23は、参議院議員選挙…… 4
フライト農業、

元年産空港建設…………日 5
運動会力メラルポ・...・ H ・....6"-'7 
乙字ケ滝公冨をきれいに…… 8
献血にこ協力を……・....・ H ・......9

企業の窓(大三鋳造所)……10
箆谷郷を訪れて………………11
公民鑓だより…………………12
夫婦て子育て....・ H ・....………一一13
おしらせ………………………14



ふ捻ま鋪， 111111111111…附問山川刷川11平成元年 7.， ! 11111 1川 川 川
州川川1111

「
お
父
さ
ん
、
O
O
へ
行
こ
う
よ
」

、
「
そ
う
だ
な
、

0
0
は
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
聞
く
か
ら
、
ご
ほ
う

び
に
今
度
の
土
曜
日
に
行
く
か
」
、
「
ゃ
っ
た
あ

i
/
」。

こ
ん
な
む
つ
ま
じ
い
親
子
の
会
話
が
聞
こ
え
そ
う
な
夏

も
、
い
よ
い
よ
本
雷
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
若
者
た

ち
の
恋
の
バ
カ
ン
ス
、
自
然
探
訪
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

課

の
日

必
ず

の
時

暑
さ
が
一
定
以
上
に
な
る
と
、
「
仕

事
の
能
率
が
上
が
ら
な
い
な
」
と
口

に
出
さ
な
く
と
も
、
汗
ば
む
体
に
タ

オ
ル
を
当
て
、
ひ
と
と
き
の
唇
一
休
み

時
間
に
仮
眠
す
る
人
が
増
え
て
き
ま

す。
特
に
、
真
夏
の
陽
光
を
浴
び
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
、
自
分
の
体
を
守
る
仮
眠
は

と
て
も
大
切
な
時
間
で
す
。
ま
た
、

行
楽
の
帰
り
道
、
同
乗
者
の

う
た
た
寝
に
誘
わ
れ
て
つ
い

・
と
い
っ
た
油
断
は
大
き
な

惨
事
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
一
瞬
に
し
て
襲
う
睡
魔

は
、
容
赦
な
く
ド
ラ
イ
バ
ー

を
陥
れ
ま
す
。

一
見
元
気
そ
う
に
見
え
て

も
、
夜
の
寝
苦
し
き
を
加
え

る
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
か
な
り
の
疲
労
が
蓄
積

さ
れ
て
い
ま
す
。

忙
が
し
く

と
も
、
『
適
度
な
仮
眠
』

を

一
日
の
日
課
と
し
て、

ぜ
ひ

励
行
し
た
い
も
の
で
す
。

月別交通事故の発生状況 S. 54~S.63累計
福島県
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ュ
な
夏
の
魅
力
は
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
脳
裏
に

焼
き
付
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
ん
な
夏
に
も

怖
い
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
起
こ
る
突

通
事
故
。
特
に
、
い
ね
む
り
運
転
に
よ
る
事
故
、が
急
増

し
ま
す
。
体
調
を
整
え
る
こ
と
必
須
。
ま
ず
は
、
家
庭

か
ら
。

ボクの家族(5月28日小学校の運動会から)

活

と

り
あ

「
今
日
は
機
嫌
悪
い
な
」

至
極
当
た
り
前
に
彼
女
が
答
え
る
。

「
だ
っ
て
出
掛
け
る
と
思
っ
た
ら

後
ろ
か
ら
ゴ

チ
ャ
ゴ
チ
ャ
言
う
ん

だ
も
ん
」
と
、
い
つ
に
も
な
い
せ
わ

し
さ
で
朝
の
勤
め
を
始
め
た
が
、

肯
後
で
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

っ
た
。
ふ
と
彼
女
は
、
手
を
休
め

後
ろ
を
振
り
向
い
た

|

|
10

虫
が
知
ら
せ
る
と
い
う
ほ
ど
で
な

く
と
も
、
今
日
の
ス
ピ
ー
ド
化
し
た

交
通
社
会
の
中
で
、
我
に
返
え
さ
せ

る
出
来
事
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、

こ
の
惨
事
が
自
分
の
身
に
降
り
懸
か

っ
た
と
し
た
ら、

想
像
も
つ
か
な
い

恐
怖
に
身
が
縮
む
忠
い
で
す
。

何
事
も
な
く
一
日
の
仕
事
を
終
え
、

無
事
我
が
家
に
た
ど
り
着
く
平
穏
さ

こ
そ
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
一
家
だ
ん

渡れるね

く見た ね

車こないね

よ
交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い

道
路
は
車
の
た
め
に
出
来
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
が
行
き
交
う

情
報
の
連
絡
網
と
し
て
、
毛
細
管
の

ご
と
く
発
達
し
た

『
道
』
な
の
で
す
。

今
日
の
社
会
は
、

就
学
前
か
ら
、

幼
稚
園
な
ど
に
通
う
幼
児
た
ち
の
姿

が
あ
り
ま
す
口
当
然
、
預
か
る
幼
児

む
を
育

つ

ら
ん
は
、
何
に
も
か
え
が
た
い
財
産

で
あ
り
、
一

日
の
疲
れ
を
い
や
し
明

日
へ
の
活
力
を
生
み
出
す
家
庭
は
、

社
会
の
原
点
で
す
。
ゆ
と
り
と
思
い

や
り
を
は
ぐ
く
み
た
い
も
の
で
す
。

平成元年 5月31日現住交通事故地域別発生状況た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
は
、

保
護
者
と
同
様
に
、
細
心
の
注
意
を

は
ら
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
解
放
さ
れ
た

環
境
の
中
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
、
地

域
ぐ
る
み
で
、
事
故
防
止
に

つ
い
て

話
し
合
う
季
節
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
七
月
五
日
に
公
示
さ

れ
、
投
票
日
は
七
月
二
十
三
日
(
日
曜
日
〉
に
決
ま

り
ま
し
た
。
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
で
す
。
今
後
六
年
間
の
国
政
を
託
す
私
た
ち
の

代
表
を
選
ぶ
選
挙
で
す
。
棄
権
な
ど
し
な
い
で
進
ん

で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投

人

昭
和
四
十
四
年
七
月
二
十
四
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
元
年
四

丹
四
日
ま
で
に
住
民
登
録
の
届
出
を

し
た
人
で
す
。

t受

コ土E

患、

今
回
の
選
挙
は
、
揺
島
県
選
出
議

員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

の
ふ
た
つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
二
種
類
の
投
票
用
紙
が
使
用
さ

れ
ま
す
。
福
島
県
選
出
議
員
選
挙
で

は
、
候
補
者
の
名
前
を
、
ま
た
比
例

代
表
選
出
議
員
選
挙
で
は
、
政
党
等

の
名
称
・
略
称
を
書
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
投
票
用
紙
を
間
違
え
て
記
入

す
る
と

44…
効
投
票
L

と
な
り
ま
す

の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

投
票
用
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
用
紙
の

色
を
変
え
て
あ
り
ま
す
の
で
投
票
所

で
は
、
係
員
の
説
明
を
よ
く
開
く
と

と
も
に
自
分
で
も
よ
く
確
認
の
う
え

投
票
し
て
下
さ
い
。

マ
福
島
票
選
出
議
員
選
挙
用

の
投
票
用
紙

用
紙
の
色

1
薄
黄
色

マ
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
用
の
投

票
用
紙

用
紙
の
色
日
白
色

福島果選出選挙

投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
事
自

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
七
月

五
日
か
ら
七
月
二
十
二
日
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
土

曜
・
日
曜
日
も
可
)
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
投
票
芭
の
外
で
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
た
め

似
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た
め
村
外

に
旅
行
・
滞
在
し
て
い
る
た
め

m
w
病
気
等
の
た
め
歩
行
が
著
し
く
困

難
な
た
め

凶
石
川
郡
外
に
引
っ
越
し
て
窟
住
し

て
い
る
た
め

な
お
、
不
在
者
投
票
を
す
る
際
は
、

印
鑑
を
必
ず
持
参
の
う
え
玉
川
村
選

挙
管
理
委
員
会
(
役
場
総
務
課
)
へ

お
い
で
下
さ
い
。

比例代表選挙
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建
九又==ロ

5皇
后ミ

六
月
十
六
日
空
港
建
設
地
に
h

叩い

て
、
平
成
元
年
度
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

工
事
に
携
わ
る
鹿
島
、
大
林
、
不
動
、

こ
・
?
の
い
付

鴻
池
、
戸
田
、
佐
藤
の
六
社
か
ら
成

る
共
同
企
業
体
関
係
者
と
関
係
機
関

の
代
表
者
が
出
席
す
る
中
、
そ
れ
ぞ

れ
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
工
事
の
安
全
を

祈
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
六
十
七
万
立
方
M
の

土
砂
を
掘
削
し
、
本
格
工
事
に
備
え

て
の
転
庄
盛
土
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
空
港
用
地
全
域
で
本

格
的
な
掘
削
や
転
圧
、
盛
土
作
業
に

入
り
、
総
土
工
事
の
四

O
%
に
及
ぶ

三
百
三
十
万
立
方

M
(
県
庁
西
庁
舎

三
十
杯
分
)
の
土
砂
を
動
か
す
造
成

工
事
で
す
。
す
で
に
、
国
内
で
も
最

大
級
の
四
十
五
ゾ
ダ
ン
プ
や
六
十
二

ゾ
ブ
ル
ト
l
ザ

i
が
搬
入
さ
れ
て
お

り
、
快
音
を
響
か
せ
な
が
ら
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
国

道
一
一
八
号
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
結

ぶ
西
側
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
滑
走
路

手
前
ま
で
の
二
・
四
キ
ロ

M
が
舗
装

さ
れ
、
滑
走
路
を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル

の
半
分
(
二
百

M
)
を
掘
削
し
ま
す
。

き
く

合
わ
せ
て
本
村
に
か
か
る
東
側
ア
ク

セ
ス
道
路
も
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
側
か
ら

一
部
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
空
港
建
設
に
並
行
し
て
、

す
で
に
空
港
建
設
促
進
協
議
会
や
空

港
と
地
域
開
発
を
進
め
る
会
、
空
港

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
に
よ
る
早
期

開
港
と
周
辺
整
備
な
ど
を
促
進
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
空
港
の
効
果
的

な
利
用
を
促
進
す
る
「
福
島
空
港
利

用
促
進
協
議
会
」
(
仮
称
)
も
七
月

中
に
設
立
さ
れ
る
予
定
で
、
滑
走
路

延
長
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
を
は
じ
め

開
港
に
向
け
て
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
し
よ
う
と
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

促
進
を
図
り
ま
す
。

グ議II 綴 議 ぷ い ーバ

元年度空港建設工事安全祈願祭(6月16日)
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佐藤正明氏の講演会より

日
本
の
フ
ラ
イ
ト
農
業
の
歴
史

は
ど
う
だ
つ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、

ま
ず
失
敗
の
歴
史
な
ん
で
す
。

こ
の
作
物
が
い
い
な
あ
と
い
っ

て
一
年
や
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
皮

収
は
言
わ
れ
た
分
の
半
分
も
な
か

っ
た
、
あ
る
い
は
虫
に
や
ら
れ
て

全
滅
し
た
、
と
い
う
歴
史
の
繰
り

返
し
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
三
年
間
、

研
究
機
関
あ
る
い
は
行
政
、
農
協

な
ど
の
指
導
の
も
と
に
、
辛
抱
に

辛
抱
を
重
ね
た
訳
で
す
ね
。
そ
し

て
、
や
っ
と
四
年
目
く
ら
い
か
ら

何
ん
と
か
格
好
が
つ
き
だ
し
、
五

年
目
に
完
全
に
定
着
す
る
と
い
う

の
が
、
日
本
の
フ
ラ
イ
ト
農
業
の

実
態
な
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
方
が
や
ろ
う

と
い
う
場
合
に
、
最
初
か
ら
成
功
す

る
事
例
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ

に
失
敗
し
て
も
失
敗
に
負
け
な
い
心

構
え
で
始
め
る
こ
と
が
、
ま
ず
前
提

で
は
な
か
ろ
う
か
と
感
じ
る
訳
で
す
。

そ
れ
で
は
、
空
輸
農
産
物
の
野
菜

で
す
が
、
下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
よ
く
見
ま
す
と
、
九
州
と

沖
縄
、
そ
れ
と
何
と
関
東
が
多
い
ん

で
す
ね
。
何
を
出
し
て
い
る
か
と
一
一
一
一
口

い
ま
す
と
、
ま
ず
『
い
ん
げ
ん
』
が

ト
ッ
プ
な
ん
で
す
。
九
州
の
南
部
、

熊
本
、
鹿
児
島
が
産
地
で
す
。
産
地

が
で
き
て
今
年
で
六
年
目
ぐ
ら
い
で

失
敗
は

成
功
の
も
と

す
ね
。
も
と
も
と
い
ん
げ
ん
は
、
和

歌
山
県
の
日
高
郡
と
御
坊
市
が
最
大

の
産
地
だ
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が

先
に
述
べ
た
九
州
の
各
県
が
、
そ
れ

を
全
く
ま
ね
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し

て
今
で
は
熊
本
と
鹿
児
島
に
す
っ
か

り
定
着
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

な
ん
で
す
。

二
番
目
は
何
か
と
ニ
一
日
い
ま
す
と
、

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
青
ね
ぎ
な
ん
で

す
ね
。
こ
れ
は
、
福
岡
県
の
朝
倉
町

を
中
心
と
す
る
一
帯
、
あ
る
い
は
大

分
県
、
昨
今
で
は
高
知
県
が
や
っ
て

い
ま
す
。
高
知
県
は
、
空
港
が
あ
る

南
国
市
で
始
ま
り
、
こ
こ
で
も
実

は
始
ま
っ
て
か
ら
た
っ
た
五
年
目

な
ん
で
す
。
今
ま
で
士
一
同
ね
ぎ
な
ん

か
作
っ
た
経
験
が
な
い
訳
で
す
。

三
番
目
が
メ
ロ
ン
な
ん
で
す
ね
。

重
量
物
は
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
ま
す

が
メ
ロ
ン
は
飛
行
機
に
乗
り
ま
す
。

産
地
は
ど
こ
か
と
言
い
ま
す
と
北

海
道
で
す
。
夕
張
メ
ロ
ン
が
飛
行

機
に
乗
っ
て
東
京
に
来
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
四
番
目
が
オ
ク
ラ
で
す
。

こ
れ
は
、
九
州
・
沖
縄
で
、
本
格

的
に
オ
ク
ラ
を
作
り
始
め
た
の
は
、

や
っ
ぱ
り
こ
こ
四
・
五
年
な
ん
で

す
ね
。
五
番
目
が
い
ち
ご
。
関
東

地
区
の
一
部
が
北
海
道
へ
、
そ
し

て
九
州
地
区
の
い
ち
ご
が
東
京
、

大
阪
へ
飛
ん
で
い
ま
す
口
い
ち
ご

は
年
々
品
種
改
良
が
行
わ
れ
、
特

に
農
業
改
良
普
及
所
あ
た
り
が
非

常
に
苦
労
し
て
ご
指
導
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

空輪野菜の出荷量
(トン)

8000 10000 2000 。
北海道
東北
関東
北陸
東海
近畿
中園
田園
九州
沖縄

7346 
4814 
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六
月
十
六
日
石
川
町
体
育
館
に
わ

い
で
、
第
四
十
一
回
県
消
防
協
会
石

川
支
部
幹
部
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
席
上
、
地
域
住
民
の
防
災
に

尽
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
、
永
瀬
謙

助
石
川
支
部
長
か
ら
本
村
の
次
の
方

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

(

敬

称

略

)

O
福
島
県
消
防
協
会

石
川
支
部
長
表
彰

・
優
良
分
団

四

辻

分

・
永
年
勤
続
団
員

班
長
小
針
隆
二
北
須
釜
)

.
一
般
団
体
感
謝
状

東
京
精
工
株
式
会
社

回

皆
さ
ん
の

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

選手を代表して岡部康利さんが決意表明(出場選手結団式)

ポ
ン
プ
操
法
技
術
を
競
う
ポ
ン
プ

操
法
競
技
会
石
川
地
区
大
会
が
、
七

月
十
四
日
(
金
)
午
前
九
時
か
ら
石
川

町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
村
か
ら
次
の
分
団
と
選
手
の
方

が
出
場
し
ま
す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り

い

た

し

ま

す

。

(

敬

称

略

)

O
ポ
ン
プ
車
の
部

-
竜
崎
分
団

指

揮

者

湯

沢

一

番

員

根

本

二

番

員

車

田

三

番

員

仁

井

田

四

番

員

小

林

真

次

武

則

武

実健
雅

之

補
充
員

小

林

0
小
型
ポ
ン
プ
の
部

-

中

分

間

指

揮

者

岡

一

番

員

小

二

番

員

永

三
番
員

補
充
員

正今貴 武康
朝 令萎
美栄 彦利

生令

木寺林を十部

ご
存
じ
で
す
か
?

村
の
水
防
区
域 第41田県消防協会石川支部大会 (6月16日)

三宮三宮呈吉宗雪三宮呈言、至主言、三吉-言=‘-E¥s吾‘---雪呈==‘l!f!F..g豆、主吉三宮、g . .g-.ff~g;‘呈子主主吾言!皇室、昌子星雲主言宣言J宮主主三主主主三三言三吉三芸\l!f!F三三去三言吾言、亘子呈吉三吉-言三言、主主吾言.=.三言、三宮三子三言一三百三百三子豆~'..=\圭冨・Z言g\jff:f'ι王子三~.. g .. E.言、=昌子豆一主言

来
年
は
小
学
生
か
な

玉
川
競
輪
ス
タ
ー
ト
/

まちがう人ってそれだけ人間らしいんですよ。

か
わ

し、

ア・
1) 

さ
ん
で
す
ね

お
母
さ
ん
も
楽
し
そ
う
で
す
ね
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君H
u
e内，

sし

須
釜
小
学
校
の
塩
沢
裕
史
君

え
ば
、
一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た

新
春
闘
碁
将
棋
大
会
に
h

お
い
て
、
並

み
居
る
大
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
見
事

優
勝
し
た
少
年
で
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
絡
史
君
が
、
六
月
十
八
日
福

島
市
の
福
島
囲
碁
会
館
で
開
か
れ
た

第
十
四
少
年
少
女
囲
碁
県
大
会
に
参

出
水
時
を
迎
え
、
恵
み
の
水
が
一
5

一
転
し
て
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
一
一

9

こ
と
は
、
す
で
に
ご
承
知
の
こ
一
一

と

と

思

い

ま

す

。

一

一

村
に
は
、
南
須
釜
北
ノ
宿
地
内
一
一

の
金
波
川
と
小
高
字
下
川
団
地
内
一
一

の
阿
武
隈
川
が
郡
山
建
設
事
務
所
一
一

管
内
の
重
要
水
防
区
域
に
、
ま
た
、
一

竜
崎
地
内
の
阿
武
隈
川
流
域
は
、
一
一

建
設
省
福
島
工
事
事
務
所
管
内
の
一

重
要
水
防
区
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
一
一

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

一

)、

11 

加
し
、
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦
で
盤
上

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
小
学

生
の
部
に
お
い
て
準
優
勝
を
獲
得
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
る
七
月
二
十

五
・
二
十
六
の
両
自
に
東
京
の
日
本

棋
院
会
館
で
聞
か
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

裕
史
君
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

負けずぎらいは顔に表れますね。ソレツ負けるな/

5月初日村内三つの小学校で運動会が

行われました。どの会場もたくさんの

応援の人たちが集り、さながら民族の大

移動といった感じでした。運動会を通じ

てさまざまな人間模様を見た-8でした。

やっぱり運動会は楽しいですね
ガンバッタね太君.'.'

見るのも楽しいもんだね。
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奥
の
細
道
三
百
年
を
迎
え
、
松
尾

芭
蕉
が
訪
れ
た
乙
字
ケ
滝
は
本
村
唯

一
の
名
所
で
す
が
、
こ
の
ブ

i
ム
も

か
さ
ん
で
か
乙
字
ケ
滝
と
芭
蕉
の
句

碑
を
一
目
見
ょ
う
と
、
た
く
さ
ん
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
も
同
じ
悩
み
で
す
が
、
ゴ
ミ

の
散
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
村

民
の
方
は
、
あ
ま
り
訪
れ
る
こ
と
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
か
の

観
光
地
で
こ
の
よ
う
な
行
為
を
す
れ

ば
結
局
は
同
じ
こ
と
で
す
。
罰
せ
ら

れ
る
も
の
で
も
な
く
、
一
人
一
人
の

マ
ナ
l
の
問
題
で
す
。
し
い
て
は
、

初
め
て
訪
れ
る
良
識
あ
る
人
に
は
、

だ
れ
が
捨
て
た
か
よ
り
も
、
村
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

現
在
、
乙
字
ケ
滝
公
園
は
、
村
と

須
賀
川
観
光
協
会
が
管
理
に
携
っ
て

い
ま
す
が
、
日
々
の
管
理
ま
で
に
は

目
が
届
か
な
い
状
況
で
す
。

仕が

憩
い
の
場
と
し
て
訪
れ
る
観
光
客

の
た
め
に
、
地
元
の
竜
崎
区
や
竜
崎
老

い
に

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
名
所
に

ふ
さ
わ
し
い
公
園
に
し
よ
う
と
定
期

的
に
清
掃
奉
仕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
村
商
工
会
婦
人
部
(
首

藤
ミ
サ
ヲ
部
長
)
で
は
、
婦
人
部
創

立
二
十
周
年
の
記
念
事
業
の

一
環
と

し
て
六
月
十
日
の
『
商
工
会
の
日
』

に
ち
な
ん
で
、
咋
年
か
ら
乙
字
ケ
滝

公
園
の
清
掃
と
案
内
板
の
前
に
花
壇

を
造
り
、
撫
子
、
鶏
頭
、
サ
ル
ビ
ア

な
ど
を
植
え
、
ま
た
、
プ
ラ
ン
タ
五

十
個
の
花
鉢
と
此
宮
部
化
や
一
が
郎
の
百

を
公
圏
内
に
植
樹
し
ま
し
た
。
美
し

い
花
で
四
季
折
々
の
乙
字
ケ
滝
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
暇
を
み
て
は

植
樹
後
も
た
び
た
び
公
園
に
通
い
、

育
ち
具
合
を
見
て
い
ま
す
。

公園の清掃と花壇づくりをする商工会婦人部

平成元年度の県政モニターに九

北須釜字宝司頭の草野今朝夫さ

んが、 6月!日知事公館におい

て県知事力、ら委嘱されました。

県政モニター制度は、県政に

対する県民の意見や要望などを

広くとり入れて、これを県政に

反映させようとするものです。

モニターは、職業別・年代別

の県民各層力、ら125名が選ばれ、

草野さんは、その中の一人とし

て活躍されます。皆さんのご意

見をお寄せくださいρ

草
野
今
朝
夫
さ
ん

県政モニターに
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
法
務
省
が
中
心
と

な
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

無
料
人
権
相
談
日

お
気
軽
に
、
ど
う
ぞ

婦
人
部
の
方
に
よ
り
ま
す
と
、
毎

日
観
光
パ
ス
三
台
ぐ
ら
い
づ
つ
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

乙
字
ケ
滝
は
、
本
村
の
北
の
玄
関
口

で
あ
り
、
ま
た
村
の
顔
で
も
あ
る
訳

で
す
。
家
族
の
中
で
親
の
何
げ
な
い

行
為
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
子

供
の
感
覚
に
植
え
込
ん
で
し
ま
う
よ

う
に
、
マ
ナ
!
は
各
自
の
ち
ょ
っ
と

し
た
心
掛
け
で
ど
う
に
で
も
な
る
こ

と
で
す
。

こ
の
運
動
の
月
間
行
事
と
し
て
、

村
で
は
法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
寸
無
料
人
権
相
談
所
し
を
、
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
口
困
り
ご
と

や
も
め
ご
と
な
ど
悩
み
ご
と
を
お
持

ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

月
日
七
月
十
一
日
(
火
)

時
間
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

場
所
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

相
談
員
・
法
務
局
職
員

.
人
権
擁
護
委
員

矢
吹
幾
哉
さ
ん
(
小
高
)

草
野
勇
三
さ
ん
(
北
須
釜
)

楽み

を犯

夏
は
、
解
放
感
や
気
の
ゆ
る
み
か

ら
事
件
や
事
故
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。
県
警
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
ま
で
の
二
ヶ
月
間
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
夏
の
防
犯

運
動
L

を
実
施
し
ま
す
。

蒸
し
暑
き
か
ら
戸
締
り
も
不
十
分

に
な
り
が
ち
で
す
口
ド
ロ
ボ
ウ
や
チ

カ
ン
は
、
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
愛
車
に
も
言

え
ま
す
が
、
カ
ギ
か
け
は
だ
れ
に
で

も
で
き
る
防
犯
で
す
口

ま
た
、
家
庭
で
は
親
子
の
対
話
の

時
間
を
増
や
し
、
適
切
な
指
導
助
言

を
与
え
ま
し
ょ
う
。

花
火
は
、
夏
の
風
物
詩
。
家
族
そ

ろ
っ
て
安
全
に
、
楽
し
い
夏
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
(
石
川
警
察
署
)
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献
血
は

ふたま剣，1111111川

不正けしをなくそう

7月は不正大麻・けし

撲滅 強化 月間です

の
人
助
け

に
よ
り
エ
イ
ズ
や
肝
炎
な
ど
に
感
染

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

-
1
1
1
1
1
1
1
令

|
l
i
l
i
-
-
-

去
る
四
月
十
九
日
に
献
血
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
百
二
十
五
人
の

方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

O
双
葉
電
気
掛
(
三
十
二
名
)

有

賀

冬

草

野

代

道

曳

地

則

泰

坂
崎
昭
新
国
正
子
大
沼
伸
也

首
藤
静
子
相
楽
悦
朗
菊
地
き
よ

子

大

内

浩

之

小

針

仁

一

秋

田

秀

男

相

楽

雅

秋

本

田

剛

秋

山

洋

子

須

釜

紀

江

須

釜

春

美

宗

題芸用として主に「ひなげしJ

や「おにげし」などが多く栽培

されていますが、麻薬となる不

正けし(ソムニフエルム種とセ

ティゲルム種の 2~重類)が、間

違って観賞用として植えられて

いる事があります。特に県内て

は、ソム二フェル種の自生が見

られます。

下記の特徴をもった不正けし

を発見した場合は、石川保健所

まて連絡ください。

形
美
津
子
小
針
恵
津
子
小
出
真

新
国
剛
男
佐
藤
攻
山
田
雅
彦

森

香

佐

藤

太

関

根

祐

治

渋

谷

義
之
根
本
志
朗
溝
井
リ
イ
子

中
島
敏
光
丸
田
誠
治

O
須
釜
農
協
前
(
二
十
八
名
)

有
我
佳
治
塩
沢
正
弘
関
恨
正

入

国

井

正

喜

八

木

喜

孝

塩

沢

直
一
鈴
木
キ
ク
子
野
口
ア
キ

草
野
清
憲
須
釜
信
一
佐
藤
智
香

子

小

原

正

広

鈴

木

キ

ク

ミ

塩

沢
浩
道
大
越
つ
や
子
長
谷
川
辰

雄

榊

枝

栄

関

根

正

司

小

山

田

金
義
野
内
さ
と
子

溝
井
康
夫

近
内
京
子
矢
吹
勇
弥
石
森
秀
子

飯

島

良

隆

服

部

和

則

松

本

光

荒
井
拓
也

O
加
藤
化
工
伺
前
(
十
一
名
)

仁

部

俊

昭

大

竹

和

久

石

井

喜

義

加

藤

昭

溝

井

浩

司

熊

田

埠

雄

本

橋

勝

広

栗

崎

孝

雄

矢

吹

木
戸
幸
也

村
越
重
雄

科
学
が
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
血

液
は
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
も
の
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
善
意
に
よ
る
献
血
の
お
桧
で
、
病

気
や
ケ
ガ
と
闘
う
多
く
の
人
た
ち
が

救
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
「
献
血
す
る

と
エ
イ
ズ
や
肝
炎
に
感
染
す
る
」
、

「
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
が
な
く

な
り
、
す
べ
て
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
に
変
わ
っ
た
」
な
ど
の
誤
解
か

ら
献
血
者
が
減

つ
で
い
ま
す
。
で
も

そ
ん
な
心
配
は
無
用
で
す
。
特
に
、

二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
と
四
百
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
を
選
ぶ
の
は
、
献

血
者
の
自
由
で
す
し
、
献
血
時
に
使

用
す
る
注
射
針
や
血
液
パ
ッ
ク
は
一

人
ず
つ
取
り
換
え
ま
す
の
で
、
献
血

O
玉
川
村
役
場
前
(
五
十
四
名
)

曲

山

英

夫

須

藤

哲

男

斎

藤

泰

三

遊

佐

順

子

小

林

茂

夫

鈴

木

重
勝
草
野
義
一
房
小
林
正
和
小

針
恵
子
木
戸
蒲
吉
倉
鎌
徳
三

石
井
雅
夫
車
田
ヨ
シ
子
岩
谷
啓

康

瀬

谷

佳

克

大

野

賢

一

堀

江

守

男

大

野

金

男

鈴

木

重

治

曲

山
孝
夫
矢
田
部
克
美
小
針
竹
千

代

大

越

専

塩

田

敦

草

野

正

博

小
針
武
彦
鈴
木
孝
溝
井
浩
一

岡
部
勝
良
吉
田
清
貞
石
森
春
男

吉
田
良
子
小
原
和
彦
金
沢
リ
マ

子

佐

藤

恵

美

子

仁

井

田

健

増

子
貞
美
溝
井
貞
光
小
針
善
栄

高
林
重
和
岩
谷
勝
雄
小
林
弘

小
野
寺
章
熊
田
富
一
岩
谷
ミ
サ

ヲ

小

針

一

二

森

博

野

口

庄

嗣

車
田
次
夫
塩
沢
美
代
子
野
口
サ

ツ
子
吉
田
み
ど
り
渡
辺
梅
代

熊
耳
優
子

合
計
・
百
二
十
五
名

※
太
字
は
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献

血
者
で
す
。

① 全面にろう質をもっている

ため白っぽい緑色をしてれる。

② 草丈が大きく 1m以上にな

る。

③ 茎が太く、しっかりしてい

る。

④ 無毛である。あっても極め

て少ない。

⑤ 葉は全体に茎の上の方まて

ついている。

@ 棄が大きく長楕円形てまわ

りの切れ込みが浅い。

⑦ 葉は無柄て、つけ根が茎を

抱き込んでおり、特に茎の上

の方力、ら出ている葉は心競形

て、深く茎を抱いている。

図植えて悪いけし

徴図特
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造形の喜びを未来に継ぐ

尋鐙

代表取締役

大内弥次右エ門

意q

玉川村大字蒜生字

鬼潤14番地の i
アルミ鋳物製造

11人(男 9入、

女2人〕

昭和42年11月10日

会社の概要

業種

従業員数

主よ

所在所

中子取り

大
三
鋳
造
は
、
村
内
企
業
で
も
駒

根
工
業
、
双
羽
電
機
に
継
ぐ
古
参

企
業
で
す
。
社
長
で
あ
る
大
内
さ
ん

は
、
創
業
前
に
川
辺
地
内
に
あ
っ
た

福
島
軽
合
金
(
従
業
員
四
十
五
人
)

の
製
造
部
長
と
し
て
勤
め
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
四
十
二
年
に
閉
鎖
。
残
さ

れ
た
従
業
員
の
雇
用
対
策
と
し
て
友

人
の
助
一
吉
も
あ
り
、
間
僚
の
熊
田
三

郎
さ
ん
と
お
互
い
の
性
名
を
取
り
、

)
大
三
鋳
造
を
創
立
し
、
現
荘
地

造形(かたこめ)

で
操
業
を
始
め
ま
し
た
。

当
時
は
、
自
動
車
産
業
が
活
気
を

呈
し
て
い
た
時
代
で
、
自
動
車
部
品

の
製
造
業
者
は
最
高
の
景
気
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
三
鋳
造
は
、

い
す
ず
、
日
産
、
一
一
一
菱
自
動
車
の
エ

ン
ジ
ン
部
品
の
鋳
物
製
造
を
手
掛
け
、

当
時
の
鋳
物
会
社
の
最
大
手
で
あ
っ

た
古
川
鋳
造
所
の
下
請
け
工
場
と
し

て
名
実
と
も
に
最
高
の
生
産
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
一
次
、
第
二
次
の
重

な
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ク
、
輸
出
制
限
と

円
高
傾
向
か
ら
、
業
務
の
縮
小
が
余

儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
、
大
量
生
産
の

自
動
車
産
業
の
機
械
化
が
進
み
、
創

業
当
時
主
力
で
あ
っ
た
自
動
車
部
品

を
大
幅
に
縮
小
し
、
現
在
で
は
、
大

手
資
本
が
入
り
に
く
い
ブ
ル
ト
l
ザ

!
と
い
っ
た
産
業
車
輔
の
エ
ン
ジ
ン

部
品
に
転
換
し
、
再
起
を
期
し
て
い

ま
す
。

仕上げ

フ
ン
が
造
る

業
務
内
装
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

主
成
分
と
し
た
鋳
物
製
品
で
す
。
ま

ず
、
注
文
を
受
け
た
製
品
を
造
る
た

め
の
木
型
を
発
注
し
ま
す
。
木
型
が

出
来
上
が
っ
た
段
階
で
、
材
料
と
な

る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
溶
か
す
①
溶
解
。

次
に
、
材
料
を
流
し
込
む
た
め
の
型

枠
を
作
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
製
品

の
内
枠
と
な
る

H

判
ー
ア
と
外
枠
の

N

詩
型
H

に
別
れ
ま
す
。
中
子
に
は
、

海
砂
を
使
用
し
、

K
セ
ッ
ト
(
水
ガ

ラ
ス
)
で
練
り
合
せ
た
砂
を
型
枠
に

入
れ
、
こ
れ
に
炭
酸
ガ
ス
を
注
入
す

る
と
国
型
の
中
子
が
出
来
ま
す
。
主

型
は
、
中
子
と
の
間
に
す
き
ま
を
つ

く
る
外
枠
で
、
粘
土
質
の
土
を
使
用

し
、
木
型
を
あ
て
て
造
り
ま
す
。
こ

れ
が
②
造
形
。
そ
し
て
型
枠
が
出
来

上
が
っ
た
段
階
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を

流
し
込
む
③
注
湯
。
こ
れ
が
凝
固
(
約

十
分
)
す
る
と
、
④
型
ば
ら
し
、
⑤

砂
落
と
し
に
よ
っ
て
主
型
と
中
子
を

取
り
除
き
ま
す
。
原
形
が
出
来
た
と

こ
ろ
で
、
余
計
な
部
分
を
カ
ッ
ト
す

る
⑤
切
断
を
経
て
、
⑦
仕
上
の
段
階

で
更
に
ヤ
ス
リ
を
加
え
、
③
検
査
に

お
い
て
最
終
チ
ェ
ッ
ク
し
、
⑨
出
荷

と
い
う
工
程
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
岩
瀬
村
の
東

京
工
装
と
白
河
市
の
大
洋
パ
ル
プ
に

納
入
し
て
い
ま
す

D

従
業
員
は
、
創
業
当
時
か
ら
勤
続

す
る
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
、
技
術
的
に

優
れ
、
災
害
も
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
砂
落
と
し
さ
れ
た
中
子
を
除

い
て
、
何
度
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
出
来

る
無
公
害
の
工
場
で
す
。

次
回
は

(
株
)
安
田
縫
製
玉
川
工
場
で
す
。
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一
九
八
八
年
五
月
三
日
友
好
都
市

で
あ
る
鹿
谷
郷
へ
、
友
好
都
市
調
印

後
初
め
で
私
た
ち
玉
川
村
農
業
改
良

推
進
員
会
が
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
海
外
旅
行
へ
行
っ
た
人
、
ま
た
、

今
回
が
初
め
て
の
人
が
い
ま
し
た
が
、

普
通
の
旅
行
と
ち
が
い
み
ん
な
緊
張

と
感
激
の
し
ど
う
し
で
し
た
。
友
好

都
市
と
は
言
っ
て
も
日
本
国
内
な
ら

い
ざ
知
ら
ず
、
海
を
挟
ん
だ
隣
国
と

は
言
え
言
葉
の
不
自
由
さ
や
気
候
の

違
い
、
習
慣
の
違
い
な
ど
思
っ
た
だ

を空襲重

歓迎レセプションにて(右が邸郷長)

ハ
ド
沫
一
申

'''ー，叶凋吋，.，
aqEe

一
さ
ん
(
竜
崎
)

け
で
緊
張
し
な
い
の
が
不
思
議
な
く

ら
い
で
す
。
ま
し
て
は
初
め
て
の
友

好
都
市
へ
の
訪
問
。
ど
う
い
う
態
度

で
接
し
て
よ
い
の
か
な
ど
と
色
々
考

え
た
も
の
で
す
。

日
本

待
る に

l或
Jじハで

も
、
そ
ん
な
私
た
ち
の
緊
張
感

を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
の
は
、
片
言
の

日
本
語
で
話
し
掛
け
て
く
れ
た
鹿
谷

郷
の
郷
長
さ
ん
や
温
か
い
郷
民
の
み

な
さ
ん
で
し
た
。
台
湾
で
は
、
五
十

代
以
上
の
人
た
ち
は
太
平
洋
戦
争
の

時
に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
日
本
の
小
学

校
に
通
い
、
日
本
語
を
習
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
昔
を
思
い
出
し
な
が

ら
日
本
語
で
私
た
ち
に
話
し
掛
け
て

き
た
の
に
は
、
正
直
言
っ
て
頭
の
下

が
る
思
い
で
し
た
。

ま
た
、
鹿
谷
郷
の
普
通
の
農
家
の

家
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

居
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
寝
室
ま
で

も
「
ど
う
ぞ
」
と
言
う
気
軽
な
心
も

ち
に
、
か
え
っ
て
私
た
ち
が
気
を
遺

う
有
様
で
し
た
。
孟
宗
竹
の
竹
の
子

掘
り
に
し
て
も
、
惜
し
げ
も
な
く
竹

の
子
を
掘
ら
せ
て
く
れ
た
り
、
身
に

余
る
歓
迎
に
、
果
た
し
て
今
の
私
た

ち
に
出
来
る
も
の
か
と
不
安
を
覚
え

ま
し
た
。

凍i世

→→ーノ、、、
/1'-

口
口口

鹿
谷
郷
に
は
、

凍
項
山
と
言
う
山

を
中
心
に
生
産
さ

れ
て
い
る
鳥
龍
茶

(
凍
項
茶
)
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
烏

龍
茶
は
、
台
湾
は

も
と
よ
り
世
界
中

に
輸
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
(
過
日
日

有機農業によるきゅうり畑。病気は発生していない。

本
の
月
刊
雑
誌
の
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
に

鹿
谷
郷
の
凍
項
烏
龍
茶
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
)
そ
し
て
こ
の
烏
龍
茶
の
値

段
を
決
め
る
の
は
鹿
谷
郷
の
農
会

(
農
協
)
で
、
台
湾
各
地
の
烏
龍
茶

を
集
め
て
品
評
会
を
開
催
し
値
段
を

決
め
る
と
い
う
事
に
は
、
さ
す
が
に

驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
後
継
者
養
成
に
つ
い
て
も

研
修
の
内
容
が
充
実
さ
れ
て
お
り
、

大
変
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

鹿
谷
郷
は
烏
龍
茶
と
竹
の
子
で
す

が
、
台
湾
全
土
の
耕
地
が
さ
と
う
き

び
畑
と
か
、
き
ゅ
う
り
畑
と
い
っ
た

ふ
う
に
き
れ
い
に
色
分
け
さ
れ
て
い

ま
す

D

日
本
と
同
じ
よ
う
に
米
の
生

産
調
整
が
あ
り
ま
す
が
、
政
府
の
指

導
で
何
事
も
な
く
、
集
団
転
作
と
い

う
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
光
景
に
思

わ
ず
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

烏龍茶の価格決める市場前にて

ザ
右
い

いぜ
所ひ

行
つ

凍頂茶の製造工場内

と
に
か
く
、
鹿
谷
郷
を
含
む
台
湾

は
、
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
と
陽
気

で
気
さ
く
な
人
柄
に
、
や
す
ら
ぎ
と

親
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
若
い
人
た

ち
に
も
ぜ
ひ
行
っ
て
ほ
し
い
所
で
す
。

こ
の
訪
問
を
機
に
、
私
た
ち
仲
間

が
、
こ
れ
か
ら
の
鹿
谷
郷
と
玉
川
村

と
の
友
好
の
芽
が
伸
び
て
行
く
よ
う

微
力
で
す
が
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
鹿
谷
郷
の
郷
長
さ
ん
は

じ
め
、
研
修
旅
行
に
際
し
ご
協
力
下

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

会
を
代
表
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
前
農
業
改
良
推
進
員
会
会
長
)



ふ能ま鍋3

ソフト・バレーともに優勝した小高チームや

る

栄

冠

は

小
高
チ
!
ム
に

111111111111平成元年 7.， 1111川

六
月
十
八
日
、
公
民
館
主
催
の
第

十
九
回
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と

第
二
十
四
回
村
民
家
庭
ボ

l
ル
大
会

が
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
と
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
行
政
区
、
そ
れ
ぞ
れ
に
練
習
の

成
果
を
競
い
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー

が
続
出
す
る
な
ど
、
白
熱
し
た
試
合

展
開
の
中
に
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
光

っ
て
い
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
チ
l
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
ソ
フ
ト
・
バ
レ
!
と
も

優
勝
、
準
優
勝
さ
れ
た
各
ニ
チ
l
ム

が
、
来
た
る
七
月
九
日
、
石
川
町
で

行
わ
れ
る
県
民
ス
ポ
ー
ツ
石
川
地
区

大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

小

高

チ

i
ム

準
優
勝
川
辺
チ

i
ム

三

位

北

須

釜

チ

i
ム

南
須
釜
チ

i
ム

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

小

高

チ

l
ム

準
優
勝
南
須
釜
チ
1

ム

三

位

川

辺

チ

l
ム

、、
l
t
J
 

，，
 

_.__ 
c)  

f百】

ソ
フ
ト

愛ボ

好 jし
ぷ午
-z:;:: 

径と

督

関

根

義

勝

昨
年
は

一
回
戦
で
破
れ
た
の
で
、

今
年
は
ぜ
ひ
優
勝
と
練
習
に
励
ん
で

参
加
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
で
き
な
い
ダ
ブ
ル
優
勝

を
果
た
し
、
小
古
田

話一

w
時

5
3
ぉ

区
の
祝
賀
会
を
盛

鰍
幽
盤

謝
鍛
議
議

鰍

画
一向
調機
援
護

大
に
楽
し
く
さ
せ

機
一

r
if
繋

繍
法
広
いtw問
委
譲

て
く
れ
た
の
も
、

ν
?i!
?
?
;:
z

選
手
一
人
一
人
の
努
力
と
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
お
陰
だ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
体
力
向
上
と
親
睦
を
図
る

た
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
く
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
石
川

地
区
大
会
も
、
玉
川
村
の
代
表
と
し

て
良
い
成
績
を
残
し
て
き
た
い
で

す
。

何
の
大
会
で
も
二
番
(
準
優
勝
)

で
あ
れ
ば
最
高
の
満
足
と
思
っ
て
ま

し
た
け
ど
、
優
勝
し
て
み
る
と
、
や

っ
ぱ
り
一
番
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

今
年
は
新
人
が
加
わ
っ
て
、
チ
ー

ム
も
一
段
と
粘
り
と
協
力
性
が
生
ま

れ
、
そ
し
て
、
練
習
時
間
は
少
な
か

っ
た
け
れ
ど
練
習
方
法
を
変
え
て
進

め
た
こ
と
が
、
勝
因
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

弘
た
ち
ま
、
山

議
事
情
引
い1
1
w
dいれ
川
対
級
一

j

d

(

野
川
h
X
1
L緩

つ
ま
で
も
仲
皇
く

欝

鉱

謡

鱗

健
康
を
維
持
す
る

γ

一

J
i
A
2
3

詔

た
め
に
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

石
川
地
区
大
会
も
頑
張
り
ま
す
。

家 j

庭ー
パ品
レ

車号 |
田ーポ
皇女子 i 
fごムル
でr -::z.丈

箆と
工m

督

会員募集中ノノ
玉JlIテニスクラブ(硬式)て

は、只今会員を募集中てす。

毎週日曜日の午後 4時力、ら 7
時まて、村民クランドに併設さ

れた 4面の全天候型テニスコー

トて練習しています。

村内外、年齢とも問いません

のて、気軽において下さい。

入会希望や詳しいこと{こつい

ては、合57-3946吉田義之まて。

3 
日
(月)

4
日
伏

6
白
木

日
日
開

つω
3
J
λ
v

l
f
u
 

口
日
何

四
日

ω

初
日
嗣

幻
日
働

27 26 23 
日 日 日
(木)(;j() (月)

マ
マ
さ
ん
パ
ト
ミ
ン
ト
ン

教
室
③
村
体
育
館

午
後
2
時
1
4
時

須
釜
書
道
教
室
③
須
釜

公
民
館
午
後
7
時

1
9
時

泉
書
道
教
室
③
就
改
セ

ン
タ
ー
午
後
7
時

1
9
時

青
年
教
室
③
就
改
セ
ン

タ

ー

午

後

7
時

1
9
時

寸
レ
ッ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
」

講
師
・
・
・
・
藤
井
茂
先
生

高
齢
者
教
室
③

「
食
生
活
と
薬
草
L

講
師
:
・
山
田
文
男
先
生

・
泉
教
室
就
改
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時

ω分
1

・
須
釜
教
室
須
釜
公
民
館

午
後
l
時

ω分
1

泉
婦
人
学
級
③

「
ス
ポ
ー
ツ
民
謡
」

講
師
:
鈴
木
博
先
生

就
改
セ
ン
タ
ー

午
後
7
時
1
9
時

須
釜
書
道
教
室
④

泉
書
道
教
室
④

須
釜
婦
人
学
級
③

「
ス
ポ
ー
ツ
民
謡
」

須
釜
公
民
館
午
後
7
時
1

第
お
田
村
民
登
山
会

少
年
ふ
る
さ
と
運
動
①

少
年
ふ
る
さ
と
運
動
②
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高額療養費

自己負担額が改定

ふ捻ま鍋3

病気やケガをして医療機関で治療を受け、医療費

が高額になった場合、一定の額を超えた分が高額療

養費として支給されます。この高額療養費の自己負

担額が 6月 1日から改定になりました。内容は次の

とおりです。

( )内は改定前

31， 800円

※基準額

一人 21，000円

33，000円

(.30.000円)

22，200円

(21.000門)

57，000円

※基準額

一人30，000円

高額療養費改定額

I川川11川111川川11川'“川11川川11

中
学
生
に
な
る
こ
ろ
か
ら
、
子
供

は
自
分
の
部
屋
を
欲
し
が
り
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
八
月
に
実
施
さ
れ
た

N
H
K
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
中

学
生
の
四
二
%
、
高
校
生
の
五
十
七

%
は
自
分
の
部
屋
を
も
っ
て
い
ま
す
。

住
居
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
な
か
に
は
父
親
の
書

斎
、
母
親
の
居
室
も
な
い
の
に
、
二

人
の
子
供
が
そ
れ
ぞ
れ
個
室
を
も
っ

て
い
る
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
な
か
に

は
そ
の
個
室
の
中
に
専
用
の
電
話
、

⑬ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

専
用
の
テ
レ
ビ
を
も
っ
て
い
る
子
供

も
い
ま
す
。

住
居
の
事
情
が
許
す
の
で
あ
っ
た

ら
、
子
供
に
個
室
を
与
え
る
の
は
よ

い
こ
と
で
す
。
自
立
性
が
育
ち
ま
す

し
、
ひ
と
り
の
時
間
、
ひ
と
り
の
空

間
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
心

を
見
つ
め
る
よ
う
に
も
な
る
か
ら
で

す。
子
供
の
個
室
は
、
そ
こ
を
勉
強
、

読
書
、
就
床
の
た
め
に
使
用
す
る
と

い
う
こ
と
を
初
め
か
ら
親
と
子
の
間

合
注
意
す
る
こ
と

①
月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
暦
月

ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

①
一
つ
の
病
院
、

診
療
所
ご
と
に
計

算
し
、
通
院
と
入
院
は
別
計
算
。

①
総
合
病
院
の
各
診
療
科
で
の
医
療

費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
。

①
入
院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ッ
ト
代

や
、
基
準
看
護
の
病
院
に
入
院
し
た

と
き
の
付
き
添
い
料
な
ど
は
対
象
外
。

合

手

続

き

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
人
は
、

役
場
窓
口
で
「
高
額
療
養
費
支
給
申

請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
印
鑑
、
安
払
っ
た
医
療
費
の

で
し
っ
か
り
と
約
束
し
て
お
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
は
ホ
テ
ル
の

シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
が
集
ま
っ
て
食
事
を
し
た
り
、

談
笑
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
す

る
場
所
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
台
以
上
の
テ
レ
ビ
が
あ
っ
て
も
子

供
の
部
屋
に
置
く
べ
き
で
は
あ
り
ま

子
供
の
個
室

せ
ん
。
普
通
の
家
庭
で
は
、
電
話
は

居
間
に
あ
れ
ば
十
分
で
し
ょ
う
。

思
春
期
以
降
、
子
供
は
ひ
と
り
に

な
り
た
い
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
空
間
的
に
隔
離
さ
れ
た
場

所
は
必
要
で
す
が
、
子
供
を
い
つ
も

個
室
の
中
に
追
い
込
ん
で
は
な
り
ま

領
収
書
、
世
帯
主
名
義
の

口
座
番
号

が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
国
保
係
ま
で
。

繰上げ支給老齢基礎年金を受

けると、特別支給の老齢厚生年

金・退職共済年金は65歳まで支

給停止となります。

せ
ん
。
家
族
と
と
も
に
い
る
時
間
を

楽
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
雰
囲
気

が
家
庭
に
は
必
要
で
す
。

個
室
を
与
え
ら
れ
た
ら
生
活
に
自

立
性
を
も
た
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
掃
除
は
自
分
で
や
ら
せ
ま
し
ょ

う
。
洗
濯
物
も
自
分
で
持
つ
で
き
た

ら
洗
う
と
い
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
代
わ
り
、
そ
こ
は
子
供
の
部
屋

で
す
か
ら
親
も
入
る
と
き
は
声
を
か

け
る
と
か
、
ノ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
子
供
の
留
守
の
聞
に

入
っ
て
掃
除
を
す
る
こ
と
も
、
ま
し

て
引
き
出
し
の
中
を
点
検
す
る
こ
と

も
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。
子
供
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
嫌
い
、
そ
の
こ
と
が

分
か
る
と
親
を
信
じ
な
く
な
り
ま
す
。

電
気
器
具
に
よ
る
火
災
に
は
十
分

国
民
年
金
に
は
、
六
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
の
間
に
、
年
齢
に
応
じ
て
減

額
さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
や
退
職
共
済
年
金
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
六
十
五
歳
ま
で
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
か
ら
の
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
減
額
さ
れ
た
老

齢
基
礎
年
金
の
額
は
一
生
変
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
繰
上
げ
支
給
を
受
け

て
か
ら
の
障
害
基
礎
年
金
の
保
障
は

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
繰
上
げ
請
求
は

く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
口
庭
に
勉
強

部
患
を
つ
く
る
と
か
、
少
し
離
れ
た

と
こ
ろ
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
と
い

う
こ
と
は
余
程
、
憤
重
に
し
て
く
だ

さ
い
。
親
の
目
が
届
か
な
い
の
で
非

行
仲
間
の
集
合
場
所
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
住
宅
の
事
情
で
個
室
が

与
え
ら
れ
な
い
と
き
は
部
屋
の
一
隅
、

廊
下
の
隅
を
カ
ー
テ
ン
で
閤
む
だ
け

で
も
十
分
で
す
。
視
覚
的
に
遮
ら
れ

た
だ
け
で
も
人
は
落
ち
着
い
た
気
分

に
な
れ
る
の
で
す
。
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

か
ら
予
約
受
付
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
(
別
称

市
町
村
振
興
宝
く
じ
)
が
、
七
月
十

七
日
か
ら
予
約
申
込
み
を
開
始
し
ま

す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ

い
街
ゃ
つ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

七
月
十
七
日
の
新
聞
を
ご
覧
下
さ
い
。

石
川
地
方
森
林
組
合

次
に
よ
り
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

0

・
広
募
資
格
身
体
健
全
な
男
性

(
六
十
五
歳
ま
で
)

森
林
造
成
事
業
ま
た

は
林
産
事
業

年
間
就
労
で
き
る
方

-
業
務
内
容

-
雇
用
期
間

お誕生おめでとう
ございます

保護者名

美好

三喜雄

宋

柴

行

和

秀

夫

之

雄

出生児氏名

矢吹順

石森雄樹

柳沼直人

塩津達也

大木友里子

小 針 和 樹

石森大地

区

寺

崎

釜

釜

屋

法

ク

須

ク

須

小

地

岩

竜

南

北

山

(
但
し
臨
時
も
可
)

作
業
員
就
業
規
則
に

よ
り
支
給

森
林
組
合
事
務
所
に

履
歴
書
を
持
参
の
う

え
申
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
石
川
地
方
森
林
組
合

告

(
2
6
)
3
4
1
7
ま
で
お
尋

ね
下
さ
い
。

-
賃

金

-
申
込
方
法

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
「
】

おくやみ
申し上げます

( 5月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

高林浅之助 86 マツヨ

j君津貞二 72 重徳

有賀文夫 62 隆幸

石森ハヤ 86 正男

地区

中

竜崎

南須釜

山小屋

-
中
の
高
林
マ
ツ
ヨ
さ
ん
か
ら

七

万

円

・
山
小
屋
の
石
森
正
男
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
(
財
)
日
本
民
謡
協
会
県
南
方
部
同

好
会
会
長
佐
藤
ハ
ル
イ
さ
ん
か
ら

五

万

円

(
社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
第
十
四

県
南
方
部
民
謡
民
舞
大
会
よ
り
)

.
南
須
釜
の
猪
原
忠
夫
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

す

い

釦

ハ

げ

う

崎

戸

「↑」

F
h
d

よ
引

J

z
h
J
J
 

村

ぼ

圃

E
M
e
a
g

7，568人(十 8) 

3，758人(十 8) 

3，810人 (::tO)




